
つ
な
が
っ
た
レ
ー
ル

芸
備
鉄
道
と
国
鉄
三
神
線

　　

現
在
、
広
島
駅
か
ら
岡
山
県
の

備
中
神
代
駅（
新
見
市
）ま
で
、
総

延
長
１
５
９・１
㌔
を
結
ん
で
い
る

Ｊ
Ｒ
芸
備
線
。
大
正
４
年
４
月
28

日
に
私
鉄
の
芸
備
鉄
道
と
し
て
開

業
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
当
時

は
広
島
駅
か
ら
東
に
５
０
０
㍍
離

れ
た
場
所
に
あ
っ
た
東
広
島
駅
が

起
点
で
、
志
和
地
駅
ま
で
の
59
㌔

で
の
船
出
と
な
り
ま
し
た
。
同
年
６

月
１
日
に
三
次（
現
西
三
次
）駅
ま

で
延
長
さ
れ
、
66
・７
㌔
で
の
全
線

営
業
が
開
始
。
三
次
駅
か
ら
庄
原

方
面
に
向
け
て
は
、
大
正
11
年
６

月
７
日
に
三
次
―
塩
町（
現
神
杉
）

間
が
、
同
年
12
月
８
日
に
は
塩
町

―
備
後
庄
原
間
が
開
通
し
ま
し
た
。

　

こ
の
延
伸
と
は
別
に
、
鉄
道
省

に
よ
っ
て
備
中
神
代
駅
を
起
点
に

し
た
国
鉄
三
神
線
の
建
設
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
５
年
２
月
10

日
に
矢
神
駅
ま
で
、
同
年
11
月
25

日
に
は
東
城
駅
ま
で
が
開
業
し
ま

し
た
。

　

別
々
に
建
設
が
進
め
ら
れ
た
芸

備
鉄
道
と
国
鉄
三
神
線
で
し
た
が
、

た
が
、
道
路
整
備
が
急
速
に
進
み
、

鉄
道
に
影
響
を
与
え
始
め
ま
し
た
。

豊
か
に
な
る
に
つ
れ
自
家
用
車
の

普
及
も
進
み
、
昭
和
50
年
代
に
入

る
と
、
そ
れ
が
特
に
顕
著
に
な
り

ま
し
た
。

　

高
速
道
路
の
整
備
も
乗
客
を
減

ら
す
大
き
な
要
因
と
な
り
ま
し
た
。

路
線
バ
ス
が
台
頭
し
、
利
用
者
の

低
迷
に
拍
車
が
か
か
り
ま
し
た
。

　

国
鉄
民
営
化
後
も
厳
し
い
経
営

は
続
き
ま
し
た
。
乗
務
員
の
ワ
ン

マ
ン
化
な
ど
経
営
努
力
を
進
め
る

も
、
全
国
的
に
経
営
難
に
陥
る
路

線
、
私
鉄
が
相
次
ぐ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

芸
備
線
も
乗
客
減
の
流
れ
は
止

め
ら
れ
ず
、
快
速
列
車
の
廃
止
、

減
便
、
駅
の
無
人
化
が
進
め
ら
れ
、

現
在
に
至
り
ま
す
。

島
―
米
子
間
に
木
次
線
経
由
の
週

末
快
速「
ち
ど
り
」が
運
転
を
開
始
。

翌
年
10
月
9
日
か
ら
は
毎
日
1
便

運
行
さ
れ
、
以
後
、
陰
陽
連
絡
列

車
が
一
日
に
4
往
復
に
ま
で
増
加

す
る
な
ど
、
芸
備
線
は
一
時
代
を

築
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
鉄
道
は
、
大
量
物
資
の

輸
送
を
可
能
に
し
た
こ
と
で
、
日

本
の
発
展
に
大
き
な
貢
献
を
果
た

し
ま
し
た
。
広
島
県
北
地
域
一
帯

は
、
農
林
産
物
の
一
大
産
地
と
し

て
重
宝
さ
れ
、
大
消
費
地
を
結
ぶ

山
陽
線
に
つ
な
が
る
広
島
ま
で
大

量
輸
送
で
き
る
芸
備
線
は
、
高
度

成
長
期
を
支
え
る
動
脈
と
し
て
活

躍
し
ま
し
た
。

時
代
と
共
に
増
便
か
ら
減
便
へ

　

高
度
成
長
を
支
え
た
鉄
道
で
し

歴
史
を
刻
む
芸
備
線

列車に乗り込む多くの人（東城駅：昭和48年6月撮影） ゆっくりと高駅に入線するディーゼルカー

●芸備線の主な歩み
1912（明治45）年４月30日	 芸備鉄道株式会社設立
1915（大正４）年４月28日	 東広島―志和地間開業
1915（大正４）年６月１日	 志和地―三次（現西三次）間開業
1920（大正９）年７月15日	 東広島―広島間開業
1922（大正11）年６月７日	 三次―塩町（現神杉）間開業
1923（大正12）年12月８日	 塩町―備後庄原間開通
1930（昭和５）年２月10日	 三神線備中神代―矢神開業
1930（昭和５）年11月25日	 矢神―東城開業
1933（昭和８）年６月１日	 十日市（現三次）―備後庄原間が国有化し
　　　　　　　　　　　	 庄原線となる
1934（昭和９）年３月15日	 備後庄原―備後西城間開業
1935（昭和10）年６月15日	 東城～小奴可間開業
1935（昭和10）年12月20日	 備後西城―備後落合駅間開業
1936（昭和11）年10月10日	 小奴可―備後落合駅間が開業し、三神線
　　　　　　　　　　　	 が全通。現在の芸備線区間が全通
1937（昭和12）年７月１日	 広島―備後十日市（現三次）が国有化し、
　　　　　　　　　　　	 備中神代―広島間が芸備線に改称
1953（昭和28）年10月31日	 広島―米子間に木次線経由の週末快速　
　　　　　　　　　　　	 「ちどり」運転開始
1962（昭和37）年３月15日	 準急しらぎり、たいしゃく運転開始
1971（昭和46）年３月25日	 SL（蒸気機関車）廃止
1987（昭和62）年４月１日	 国鉄民営化でJR西日本が路線継承
1990（平成２）年３月10日	 急行ちどり木次線乗り入れ廃止
1991（平成３）年４月１日	 一部でワンマン運転開始
2002（平成14）年３月23日	 急行ちどり、たいしゃく廃止

　自動車が高価で手が届かない
時代、芸備線の列車は私たちの
夢をも乗せて走っていました。
往時には、みんなが芸備線に乗
り、どの駅も活気にあふれてい
ました。私も随分お世話になり
ました。自動車社会になってか
ら利用客の激減で、運行される
便数も減り寂しくなりました
が、芸備線は単なる移動手段と
してではなく、地域の魅力を高
める資源としての側面もありま
す。芸備線の魅力は何と言って
も、車窓から眺める景色のすば
らしさです。ゆっくりと、そして
時に軽快に線路を走る姿も印象
的です。列車が奏でる音、心地よ
い揺れが、読書をするにも最高
です。皆さんにもそれを味わっ
てほしいですね。

芸
備
線
の
魅
力
に

触
れ
て
く
だ
さ
い

武 田 祐 三さん

ＪＲ芸備線沿線の魅力を記した「芸
備線中国山地の沿線物語」を出版。高
町在住。

経
営
難
に
陥
っ
て
い
た
芸
備
鉄
道

が
昭
和
８
年
６
月
１
日
、
十
日
市

（
現
三
次
）駅
―
備
後
庄
原
駅
間
を

国
に
売
却
し
た
こ
と
で
、
ひ
と
つ
の

転
換
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

以
後
、
備
後
庄
原
駅
か
ら
備
後

西
城
駅
へ
は
昭
和
９
年
３
月
15
日
、

備
後
落
合
駅
ま
で
が
昭
和
10
年
12

月
20
日
に
開
業
。
三
神
線
は
昭
和

10
年
６
月
15
日
に
小
奴
可
駅
ま
で
、

翌
年
10
月
10
日
に
は
備
後
落
合
駅

ま
で
が
開
業
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
延
び
て
き
た
レ
ー

ル
が
１
本
に
つ
な
が
り
、
現
在
の

芸
備
線
が
完
成
し
ま
し
た
。

備
北
地
域
を
潤
す
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

　

短
時
間
で
目
的
地
に
移
動
で
き

る
鉄
道
は
、
人
々
の
生
活
に
無
く

て
は
な
ら
な
い
も
の
に
な
り
ま
し

た
。
駅
は
多
く
の
人
が
行
き
交
い
、

駅
周
辺
は
飲
食
店
や
商
店
が
並
ぶ

な
ど
活
気
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
芸
備
線
沿
線
も
同
様
で

し
た
。
往
時
を
知
る
だ
れ
も
が「
昔

は
、
ど
の
駅
も
人
が
あ
ふ
れ
、
す

ご
く
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
」と
振
り
返

り
ま
す
。

　

昭
和
28
年
10
月
31
日
に
は
、
広

芸
備
線
の
あ
る
風
景

― 

人
と
ま
ち
を
つ
な
ぐ
レ
ー
ル 

―

開
業
か
ら
１
０
０
年
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
芸
備
線
。

か
つ
て
は
多
く
の
乗
客
と
物
資
を
運
び
、備
北
地
域
の

繁
栄
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、利
用
者
の
減
少
に
よ
っ
て
、芸
備
線
を
取
り
巻

く
状
況
は
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
当
た
り
前

に
走
っ
て
い
た
列
車
が
、も
し
か
す
る
と
当
た
り
前
で
な

く
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
―
。

こ
の
節
目
に
、芸
備
線
に
つ
い
て
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
す
。
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備
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庄
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高

平
子

備
後
三
日
市

山
ノ
内

七
塚

道
後
山

内
名

備
後
八
幡

小
奴
可

備
後
西
城

備
後
落
合

油
木

①

③

②

④

⑤

⑥ ⑦

⑧

⑨
⑩

⑪

⑫

⑬
⑭

思
い
出
を
乗
せ
た
芸
備
線

　

芸
備
線
の
庄
原
市
内
の
区
間
は
60
キ
ロ
余
り
で
14
の
駅
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
駅
に
歴
史
が
あ
り
、
多
く
の
人
々
の
心
に
芸
備
線
の
あ
る
風
景
が

残
っ
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
お
気
に
入
り
の
風
景
を
さ
が
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

山ノ内駅
　大正13年９月
20日、芸備鉄道
が庄原まで延
伸した翌年に開
業しました。駅
前には、市内で

は最も歴史の古い駅の一つです。駅前に
は商店や雑貨屋もあります。庄原方面へ
は国道と並走しますが、視点が高く、広い
車窓からは、車とは違うダイナミックな風
景を楽しむことができます。

備後落合駅
　「秘境駅」と
して鉄道ファ
ンの間で全国
にその名を知
られ、多くの
人が訪れてい

ます。木次線との接続もあるため、かつ
ては多くの旅客で賑わい、大勢の職員が
勤務していましたが、今は無人駅となっ
ています。広い構内には、随所に往時を
偲ばせる構造物が残っています。ホーム
に立って感じる独特の愁いが、この駅が
人を引き付ける理由なのかもしれませ
ん。道後山駅との間にはおよそ150メー
トルの標高差があり、西日本有数の高さ
を持つ「第一小鳥原橋梁」を含む３つの
鉄橋があるなど、芸備線のハイライトと
呼ぶにふさわしい区間です。

市内沿線物語
芸備線のうち、庄原市内の路線と駅。
※備後落合駅から油木に向けては木次線

三次方面へ

新見方面へ

七塚駅
　市内では備
後庄原と並び
最も歴史の古
い駅で、七塚原
高原や国営備
北丘陵公園の

入り口として、かつては駅から歩く人も
多く見られました。七塚駅のホームに立
つと、まっすぐに伸びる線路が美しく、印
象に残ります。

片岡義之さん
　古里の風景と言え
ば、「芸備線」と「桜の
花」をイメージします。
地元を離れたときに
は、いつも生まれ育っ

た古里の風景を自慢していました。

備後庄原駅
　大正12年の
開業以降、全面
的な建て替え
が行われたこ
とは無く、開業
当時のままの

木造駅舎ですが、駅舎の一部が子育て支
援センターとして利用されるなど、時代
と共に改修が重ねられています。駅前の
土地区画整理事業も進み、住民組織によ
る「駅前フェスタ」などのイベントも行
われています。庄原の玄関口として、こ
れから新たな歴史を刻んでいきます。

平子駅
　昭和27年２月
１日、地元の請
願により新設さ
れました。市内
では2番目に新
しい駅になりま

すが、駅舎は二代目です。備後西城までの
区間では、西城川に沿った桜並木を車窓
から楽しむこともできます。

内名駅
　昭和 30 年
７月20日の開
業から、今年
で 60 周年を
迎えた内名
駅。いわゆる

「秘境駅」としても有名です。地域住
民でない方にとっては、鉄道でなけれ
ばなかなか通ることの無い場所かもし
れませんが、それが「秘境駅」として
の人気につながっているようです。

備後八幡駅
　東城～小奴
可間の延伸に
合わせて開業
しました。付
近には、かつ
て存在した帝

国製鉄の工場に向かって延びていたト
ロッコの鉄橋が残り、鉄どころとして栄
えた沿線の歴史を今に伝えています。

備後三日市駅
　昭和５年４月
25日に開業しま
した。小さな坂
を上った先に、
ホームと小さな
待合室がひと

つ。ここだけの時間が流れているような気
がする、庄原の隠れた名所です。

道後山駅
　道後山駅は
標高600 メー
トルを超え、
芸備線の駅
では最も高く
に位置してい

ます。昭和11年11月21日、前月に小奴可
～備後落合間が開業し、現在の芸備線
が全通した直後に開業しました。７キ
ロほど離れた道後山には県内で最初に
開業したスキー場があり、昭和13年に
当時の鉄道省が「国鉄山の家」を建設。
往時には道後山駅からスキー板をかつ
いで道後山へ向かう利用客が多く見ら
れたそうです。

備後西城駅
　市内の芸備
線の駅では備
後庄原駅に次
いで利用が多
く、今ではす
っかり減って

しまった対面式のホームも現役で使用
されています。駅舎には美容院や観光協
会の事務所があり、今でも人の手から切
符を買うことができます。駅前にはＳＬ
の動輪が置かれており、芸備線と時代を
共にしてきた西城町の歴史が垣間見え
る空間となっています。

安原　克さん
　教員時代に「西城
はまちなかを列車が
走り、雰囲気があっ
ていい町ですね」と
声をかけられること

が多くありました。住んでいる私自身、
その当時「そうなのかぁ」とどこか他人
事のようでもありましたが、旅館業を
営むようになり、改めてその良さを感
じるようになりました。懐かしい町並
み、西城川、そして芸備線が合わさる
情景は、よそにはないオンリーワンの
魅力があります。東城駅

　東城駅は、
当時の国鉄三
神線の一部と
して昭和５年
11月25日に開
業しました。

開業時は新見から伸びてきた線路の終
点で、東城駅周辺は大変なにぎわいだ
ったといいます。駅の北側には広い鉄道
用地と引込み線が残り、地域の中心駅で
あったことがよく分かります。ホームに
はかつて走った急行の案内表示がうっ
すらと残り、往時を偲ばせます。

小田綾子さん
　　惠子さん
　当時から駅前でお
店をしています。花火
や祭りがあれば駅か
らものすごい人が出

てきて、お店に寄ってくださる人も多
く、懐かしい思い出です。母は高島田を
結い、花嫁衣裳で比婆山駅から汽車で
東城駅に来て、多くの人から祝福を受
けたようです。平成17年末から６年半
ほど委託を受けて切符を売りました。
振り返ると芸備線との縁を感じます
ね。

比婆山駅
　備後西城～
備後落合の延
伸にあわせ、
昭 和10 年12
月20日に「備
後熊野駅」と

して開業しました。かつては多くの参拝
者が訪れていた熊野神社の玄関口とし
て、社殿を模した特徴的な駅舎を有して
います。駅前の記念碑は開業に尽力した
地元の人々の熱意を今に伝えています。

竹内聖子さん
　駅をきれいにした
いという思いから、地
域の方と駅舎周辺を
花で飾りはじめて15
年になります。また、私

は５年前から美古登郵便局で、さとやま
オープンガーデンにも参加し、芸備線
で見に来てくださる方もいらっしゃい
ます。見送る際に、列車に向け手を振る
と、皆さん笑顔で手を振り返してくださ
います。こうしたふれあいも芸備線の魅
力です。

高駅
　当時の国鉄
庄原線が備後
西城まで延伸
される際に開
業しました。高
駅の前後は、標

高差も少なく見通しが良いところが多
いため、軽快に流れる車窓が心地よい区
間です。

定光　伸さん
　　美保子さん
　近くに牛を祀った神
社があり、芸備線を利
用してお参りに訪れる
人が多かったです。駅

前で商店をしていますが、毎月行われる
祭には供え物をよく買いに寄ってくださ
っていました。現在、私たち２人で駅舎の
掃除や草取り、花を植えるなどして駅の
美化活動を行っています。

小奴可駅
　猫山をバッ
クにディーゼ
ルカーが行き
来する景色が
美しい小奴可
駅。簡易委託

駅となっており、切符を買うことができ
ます。駅前には商店もあり、地域の中心
として機能してきた歴史を感じること
ができます。

林　嘉啓さん
　小学生の頃はSL
が全盛で、駅の見学
で訪れた際に、石炭
をくべたり、運転席に
座ったりさせてもら

ったのを覚えています。秋になると駅の
ホームには各地に発送するりんごのケ
ースが山積みで、広島や岡山からりん
ご狩りの貸切列車も運行されるなど、
とてもにぎわっていました。
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盛原元紀くん
西城紫水高３年
いつも利用している駅な
ので、恩返しのつもりで
少しでもきれいにしたい
と取り組んでいます。

瀬尾稜那さん
東城高２年

私たちの活動で、町内が
少しでもきれいになれ
ば、うれしいです。 東城高

西城紫水高

おでんうどん　
平成２年まで備
後落合駅で販
売。閉店後は、同
駅から西へ約１

キロにある「ドライブインおちあい」が
味を受け継ぎ、販売を続けています。お
でんの具が３つ入るのが特徴。自家製
トウガラシを付けていただきます。腰
のあるうどん、だしは化学調味料無添
加。９月～翌年５月までの期間限定。

駅前を盛り上げます
　駅舎の中にたたずむと何かホッとする備後庄原駅
は、全国に残る数少ない木造駅舎の中でも大きな建
物の一つで、将来は産業遺産となるように残してい
きたいと考えています。ぜひ一度訪れてみてくださ
い。このイベントを継続して、国営備北丘陵公園など
市内の観光地への「花と緑の玄関口」になればと思
っています。
　イベントに協力いただいている皆さんは、それぞ
れの視点で自由に駅を盛り上げてくださっていま
す。今後もさまざまな仕掛けをしていきたいと考え
ています。市民の皆さんからのアイデアもお待ちし
ています。

右・松本　梢さん・うららちゃん
　子どもと一緒に楽しめるので、毎
回来ています。出店するお店も増え
てきて、駅前がにぎやかになってき
たと感じます。
左・角谷　啓子さん・綾音ちゃん
　初めて来ましたが、とてもいいイ
ベントですね。芸備線に乗れるイベ
ントもあれば、もっと楽しめると思
います。

芸
備
線
が
つ
な
ぐ
も
の

　

愛
着
は
あ
る
も
、
乗
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
芸
備
線
。
こ
の
ま
ま
利
用

者
が
増
え
な
け
れ
ば
、「
廃
止
」
に
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
は
ぬ
ぐ
え
ま
せ
ん
。

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
と
に
か
く
利
用
者
が
増
え
る
こ
と
で
す
。

　

と
は
い
え
、
こ
れ
ま
で
の
状
況
か
ら
利
用
者
を
増
や
す
こ
と
は
簡
単
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
何
か
の
き
っ
か
け
で
、
利
用
者
が
増
え
る
か
も
し

れ
な
い
。
そ
う
い
っ
た
思
い
で
芸
備
線
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
す
る
動
き
が
市

内
で
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

田
森
自
治
振
興
区
が

内
名
駅
開
業
60
周
年
を
祝
う

　

７
月
20
日
で
開
業
60
年
を
迎
え

た
内
名
駅
。
こ
の
節
目
を
祝
う
行

事
が
10
月
４
日
、
田
森
自
治
振
興

区
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
自
治
振
興
区
で
は
、
内
名
駅

の
開
設
に
尽
力
し
た
先
人
を
顕
彰

し
、
地
域
を
守
り
育
て
て
い
く
新

た
な
契
機
に
し
よ
う
と
記
念
事
業

を
企
画
。記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

列
車
の
体
験
乗
車
や
乗
務
員
へ
の

花
束
贈
呈
、
記
念
植
樹
な
ど
が
行

わ
れ
、
地
域
住
民
と
共
に
節
目
の

年
を
祝
い
ま
し
た
。

　
「
地
域
を
ど
う
に
か
盛
り
上
げ

た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
」。

の
世
代
に
き
ち
ん
と
伝
え
て
い
く

こ
と
。
地
域
を
大
事
に
し
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
気
持
ち

に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
強
く

願
い
ま
す
。

　

内
名
駅
と
芸
備
線
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
地
域
を
見
つ
め
る
機
会
を
得

た
今
回
の
行
事
。
そ
の
様
子
は
、

振
興
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹

介
・
発
信
し
て
い
ま
す
。鉄
道
フ
ァ

ン
か
ら
は
秘
境
駅
と
し
て
知
ら
れ

る
内
名
駅
。「
こ
れ
を
契
機
に
一

人
で
も
二
人
で
も
、
内
名
駅
を
訪

ね
て
き
て
く
れ
れ
ば
う
れ
し
い
で

す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

地
元
有
志
が
備
後
落
合
駅
で

記
念
イ
ベ
ン
ト
を
計
画

　

西
城
町
に
あ
る
備
後
落
合
駅

も
、
12
月
20
日
で
開
業
80
年
と
い

う
節
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
節
目

の
日
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
企
画

を
練
っ
て
い
る
地
元
の
グ
ル
ー
プ

が
い
ま
す
。

　

同
グ
ル
ー
プ
は
、
75
周
年
の
際

に
も
備
後
落
合
駅
を
盛
り
上
げ
る

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
。
同
駅
の
売
店

で
売
ら
れ
て
い
た
「
お
で
ん
う
ど

ん
」
を
再
現
し
、
来
訪
者
に
振
る

舞
い
ま
し
た
。

　
「
反
響
が
す
ご
く
、
庄
原
市
内

の
多
く
の
方
か
ら
声
を
か
け
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
お
で
ん
う
ど
ん

～
気
持
ち
の
い
い
駅
に
～

各
駅
で
広
が
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

駅
は
人
が
ま
ち
へ
降
り
立
つ

玄
関
口
。
駅
に
よ
っ
て
ま
ち
の

イ
メ
ー
ジ
が
作
ら
れ
る
こ
と

も
。
そ
ん
な
駅
を
き
れ
い
に
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
部
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

七
塚
ア
ナ
ノ
コ
会
が

七
塚
駅
で
花
い
っ
ぱ
い
運
動

　

国
営
備
北
丘
陵
公
園
へ
の
玄

関
口
と
し
て
利
用
さ
れ
る
七
塚

駅
。
地
元
老
人
会
の
七
塚
ア
ナ

ノ
コ
会
は
、
公
園
へ
つ
な
が
る
駅

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
目
的
に
、

駅
の
構
内
や
周
辺
に
花
を
植
え

て
い
ま
す
。
年
３
回
季
節
の
花

を
植
え
替
え
、
年
間
を
通
じ
て

花
で
駅
を
飾
っ
て
い
ま
す
。

西
城
紫
水
高
・
東
城
高
の
生
徒

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

　

西
城
紫
水
高
で
は
年
に
４
回

ク
リ
ー
ン
作
戦
と
し
て
備
後
西

城
駅
の
駅
舎
や
周
辺
を
清
掃
。

東
城
高
で
も
東
城
応
援
隊
と
し

て
年
２
回
、
東
城
駅
や
町
内
の

清
掃
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
活
動
は
、
生
徒
た
ち
が
地

域
の
こ
と
を
知
る
よ
い
機
会
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

は
、
こ
の
駅
を
利
用
し
て
い
た
人

に
と
っ
て
思
い
出
の
味
で
あ
り
、

強
く
記
憶
と
し
て
残
っ
て
い
る
ん

で
す
」。
代
表
の
今
村
俊
洋
さ
ん

は
熱
い
ま
な
ざ
し
で
続
け
ま
す
。

「
ぜ
ひ
今
回
も
、
お
で
ん
う
ど
ん

を
再
現
し
、
皆
さ
ん
に
懐
か
し
ん

で
も
ら
い
た
い
」。

　

当
日
は
、
参
加
者
と
一
緒
に
駅

舎
や
構
内
を
清
掃
し
、
芸
備
線
に

ま
つ
わ
る
懐
か
し
い
写
真
も
展
示

す
る
予
定
で
す
。

　
「
備
後
落
合
駅
を
記
憶
と
し
て

次
世
代
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
、

私
た
ち
が
今
で
き
る
こ
と
。
小
さ

な
取
り
組
み
で
す
が
、
芸
備
線
に

乗
る
き
っ
か
け
を
少
し
で
も
つ
く

る
こ
と
で
、
芸
備
線
の
あ
る
風
景

を
守
り
続
け
て
い
き
た
い
」と
メ
ン

バ
ー
は
口
を
そ
ろ
え
ま
す
。

　

そ
う
語
る
の
は
、
田
森
自
治
振

興
区
事
務
局
長
の
今
岡
良
道
さ

ん
。
駅
名
の
由
来
と
な
っ
た
内
名

地
区
は
、
東
城
町
竹
森
地
域
の
中

で
も
特
に
過
疎
・
高
齢
化
が
著
し

く
、
現
在
あ
る
７
世
帯
の
ほ
と
ん

ど
が
高
齢
世
帯
。
現
在
、
駅
を
通

過
す
る
便
数
は
３
往
復
と
少
な

く
、
乗
降
す
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い

ま
せ
ん
。
往
時
を
知
る
人
も
減
り

続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
で
、
こ
の
ま
ま

内
名
駅
が
も
し
無
く
な
っ
て
し
ま

う
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
地
域

に
と
っ
て
損
失
だ
と
い
う
思
い
が

あ
り
ま
す
。
地
元
に
あ
る
駅
が
知

ら
ぬ
間
に
で
き
て
、
無
く
な
っ
て

い
た
と
い
う
の
で
は
余
り
に
も
寂

し
く
、
そ
れ
で
は
地
域
を
愛
す
る

気
持
ち
も
育
た
な
い
。
そ
ん
な
気

持
ち
か
ら
、「
内
名
駅
が
で
き
た

経
緯
や
歴
史
を
我
々
が
知
り
、
次

ま
ち
づ
く
り
に
芸
備
線
を
活
用

お
っ
！
駅
前
フ
ェ
ス
タ

　

平
成
25
年
か
ら
備
後
庄
原
駅
前

で
始
ま
っ
た
「
お
っ
！
駅
前
フ
ェ

ス
タ
」。
駅
前
の
再
開
発
に
あ
わ

せ
、
事
業
者
や
地
元
関
係
者
、
行

政
な
ど
で
つ
く
る
「
庄
原
駅
周
辺

地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
が
発

足
し
、
駅
前
周
辺
を
盛
り
上
げ
よ

う
と
始
ま
り
ま
し
た
。

　

大
正
12
年
の
開
業
か
ら
そ
の
姿

を
変
え
て
い
な
い
備
後
庄
原
駅
。

そ
の
駅
舎
を
利
用
し
て
、
こ
れ
ま

で
蓄
音
機
や
地
元
吹
奏
楽
団
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
た
り
、
カ

フ
ェ
を
開
い
た
り
し
て
、
話
題
を

集
め
て
い
ま
す
。
駅
前
の
広
場
や

空
き
店
舗
は
出
店
で
埋
ま
り
、
普

段
ま
ば
ら
な
駅
前
が
、
回
を
重
ね

る
に
つ
れ
多
く
の
人
が
集
ま
り
、

に
ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

同
協
議
会
会
長
の
西
田
学
さ
ん

は
「
私
た
ち
が
忘
れ
て
い
る
昭
和

の
時
代
に
大
事
に
し
て
来
た
も
の

を
、
芸
備
線
は
思
い
起
こ
さ
せ
て

く
れ
る
存
在
。
い
つ
ま
で
も
残
し

た
い
風
景
で
す
」と
語
り
ま
す
。

　

再
開
発
が
完
了
す
る
の
は
、
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
行
わ
れ
る
平

成
32
年
の
予
定
で
す
。「
こ
の
イ

ベ
ン
ト
を
続
け
、駅
の
利
用
者
増

と
地
域
の
活
性
化
に
少
し
で
も
貢

献
で
き
れ
ば
」と
力
を
込
め
ま
す
。

内名駅にようこそ！と書いた手作りの旗を作り、
笑顔で列車を迎える地域の皆さん。

記念イベントに向け話し合うメンバー 運転士に花束を手渡し、到着を喜ぶ

庄原駅周辺地区
まちづくり協議会会長

西田　学さん

田
森
自
治
振
興
区

事
務
局
長

今
岡　

良
道
さ
ん
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地
域
資
源
と
し
て
の
魅
力
度

芸
備
線
に
乗
ろ
う
！

ゆ
っ
く
り
、の
ん
び
り
、芸
備
線
の
旅

　

鉄
道
は
交
通
機
関
で
す
が
、
観
光
資
源
と
し
て
の
側
面
も
あ
り
ま
す
。
乗

り
鉄
、
撮
り
鉄
と
呼
ば
れ
る
鉄
道
フ
ァ
ン
が
存
在
し
、
臨
時
列
車
の
運
行
や

現
役
車
両
の
引
退
な
ど
、
鉄
道
の
話
題
あ
る
と
こ
ろ
に
は
、
多
く
の
フ
ァ
ン

が
集
ま
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
フ
ァ
ン
の
目
か
ら
見
た
芸
備
線
は
ど
う
映
っ
て
い
る
の
か
。
鉄

道
の
風
景
を
撮
り
続
け
て
き
た
広
島
市
在
住
の
山
岡
亮
治
さ
ん
に
、
芸
備
線

の
魅
力
と
と
も
に
、
今
後
何
が
求
め
ら
れ
る
の
か
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

山
やまおか

岡　亮
りょうじ

治さん
兵庫県明石市出身、44歳。
週末になると鉄道のある
風景を求めて中国地方各
地のローカル線に足を伸
ばす。開設しているブログ
「ローカル鉄道散歩」では、
撮りためた鉄道写真を毎
日掲載。中でも芸備線沿線
の写真が最も多く掲載さ
れている。

　

こ
の
エ
リ
ア
の
最
大
の
魅
力
は
、

四
季
の
色
彩
が
鮮
や
か
で
、
景
観

が
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
標
高

が
高
く
、
寒
暖
の
差
も
大
き
い
か

ら
で
し
ょ
う
。
春
は
桜
に
新
緑
、

夏
は
青
々
と
し
た
田
園
、
秋
は
紅

葉
、
冬
は
雪
景
色
と
、
四
季
を
通

じ
て
沿
線
は
魅
力
が
い
っ
ぱ
い
で
、

つ
い
足
が
向
い
て
し
ま
い
ま
す
。
こ

の
風
景
と
芸
備
線
が
溶
け
合
う
場

面
は
、こ
こ
で
し
か
出
会
え
ま
せ
ん
。

　

私
は
外
か
ら
見
て
い
る
の
で
、

　
「
そ
う
は
言
っ
て
も
、
普
段
乗
る
機
会
が
な
い
」と
い
う
方
も
多
い

は
ず
。
そ
ん
な
方
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
旅
を
ご
提
案
。「
今
日
は
時
間

が
あ
る
な
ぁ
」と
思
っ
た
ら
、
と
り
あ
え
ず
駅
に
向
か
っ
て
み
よ
う
。

　

備
後
落
合
駅
で
は
、
1
日
に

一
度
だ
け
、
芸
備
線
双
方
向
と

木
次
線
か
ら
の
列
車
３
両
が
同

時
に
見
ら
れ
る
時
間
帯
が
あ
り

ま
す
。
時
刻
表
を
片
手
に
、
ぜ

ひ
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

良
く
見
え
て
し
ま
う
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
そ
ん
な
素
晴
ら
し
い

風
景
を
日
常
的
に
見
ら
れ
る
場
所

に
皆
さ
ん
は
住
ん
で
い
る
と
い
う

こ
と
に
、
気
づ
い
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

　

三
江
線
の
廃
止
方
針
の
報
道
が

流
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
要
因
は
、

利
用
が
少
な
い
こ
と
。
も
と
も
と

利
用
が
少
な
い
路
線
で
し
た
が
、

少
子
化
、
過
疎
化
が
利
用
減
に
拍

車
を
か
け
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

生
活
交
通
と
し
て
の
利
用
が
維

持
で
き
な
け
れ
ば
、
芸
備
線
も
同

じ
路
を
歩
む
可
能
性
は
否
定
で
き

　

広
島
市
内
に
あ
る
大
型
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
開
業
25
周
年
記
念
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
、会
員
を
対
象
に
し

た
芸
備
線
１
０
０
周
年
共
同
企
画
を

提
案
し
た
上
原
恭
子
さ
ん
。10
月
31
日

実
施
の
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
約
50
人

が
、広
島
駅
か
ら
貸
し
切
り
列
車
で
備

後
落
合
駅
ま
で
乗
り
、貸
し
切
り
バ
ス

も
組
み
合
わ
せ
、列
車
の
車
窓

か
ら
秋
の
景
色
と
庄
原
市
内

の
観
光
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

上
原
さ
ん
は
「
中
国
や
ま

な
み
街
道
が
で
き
て
、
国
道

１
８
３
号
沿
線
の
通
行
が
減

り
、
寂
し
く
感
じ
て
い
た
の

で
、特
別
列
車
を
走
ら
せ
る
こ

と
で
、参
加
者
と
沿
線
の
方
々

も
〝
お
も
て
な
し
地
域
Ｐ
Ｒ
〟

と
共
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

と
思
っ
た
」と
そ
の
意
図
を
語

り
ま
す
。

　

公
共
交
通
機
関
と
し
て
の

役
目
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

鉄
道
を
、
観
光
列
車
と
し
て

利
用
し
地
域
を
盛
り
上
げ
た

い
思
い
か
ら
、市
民
や
関
係
者
と
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
結
成
し
、こ
の
企
画
を
進

め
ま
し
た
。メ
ン
バ
ー
か
ら
は
色
ん
な

ア
イ
デ
ア
が
持
ち
込
ま
れ
、「
今
回
の

ツ
ア
ー
で
な
け
れ
ば
体
験
で
き
な
い

メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
で
き
た
。こ
れ
も
地

元
の
皆
さ
ん
の
協
力
の
お
か
げ
」と
感

謝
し
ま
す
。

　

「
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
と
い
う
条
件
で
し
た
が
、芸
備
線
の

魅
力
が
少
し
で
も
伝
わ
る
一
つ
の
チ
ャ

ン
ス
と
捉
え
ま
し
た
。今
後
、プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
々
を

募
集
し
、観
光
協
会
や
駅
沿
線
の
方
々

と
連
携
を
図
り
、芸
備
線
の
旅
の
良
さ

を
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
多
く
の
人
と
一

緒
に
味
わ
い
た
い
。次
は
桜
の
季
節
に

計
画
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

ま
せ
ん
。
今
後
、
利
用
者
が
劇
的

に
増
え
る
こ
と
は
難
し
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
少
し
ず
つ
で
も
乗

客
を
増
や
し
て
い
く
取
り
組
み
を

続
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
芸
備
線
を
利
用
で
き
る
よ
う

な
雰
囲
気
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

今
バ
ス
で
通
っ
て
い
る
人
に
芸
備

線
へ
の
切
り
替
え
を
促
し
た
り
、

バ
ス
か
ら
芸
備
線
へ
乗
り
継
ぎ
が

で
き
る
よ
う
に
し
た
り
な
ど
。
ま

た
、
乗
り
た
く
な
る
仕
掛
け
も
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

庄
原
市
で
は
カ
ー
プ
応
援
隊
が

毎
試
合
応
援
に
行
か
れ
て
い
る
の

で
、
そ
の
際
に
月
に
一
度
で
も
い
い

の
で
、
芸
備
線
を
利
用
す
る
と
い

う
の
も
案
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

あ
と
は
、“
芸
備
線
は
こ
ん
な
に

も
魅
力
的
だ
っ
た
ん
だ
”
と
思
わ

せ
る
よ
う
な
宣
伝
活
動
で
す
ね
。

例
え
ば
、
列
車
で
旅
す
る
と
き
の

醍
醐
味
は
、
車
窓
の
風
景
を
見
る

こ
と
で
す
が
、
そ
れ
を
存
分
に
堪

能
で
き
る
エ
リ
ア
と
し
て
、
も
っ

と
発
信
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
繰
り
返
し
発
信
し
、

芸
備
線
の
魅
力
を
知
る
人
を
増
や

し
て
い
く
こ
と
。
そ
う
し
た
取
り

組
み
の
一
つ
一
つ
を
積
み
重
ね
て
い

け
ば
、
少
し
ず
つ
で
も
鉄
道
の
賑

わ
い
が
取
り
戻
せ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

取
材
を
終
え
て

　

芸
備
線
１
０
０
周
年
。

沿
線
で
は
記
念
行
事
も
行

わ
れ
、
多
く
の
メ
デ
ィ
ア

が
こ
れ
を
取
り
上
げ
ま
し

た
。
た
だ
、
庄
原
市
は
そ

の
対
象
区
間
に
か
か
っ
て

い
な
い
た
め
、
あ
ま
り
触

れ
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、

同
じ
芸
備
線
で
も
、
ど
こ

か
取
り
残
さ
れ
た
よ
う
な

気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
芸
備
線
に
つ
い

て
多
く
の
方
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど

の
方
が
、
よ
く
聞
い
て
く

れ
た
と
ば
か
り
に
、
往
時

の
に
ぎ
わ
い
や
子
ど
も
の

頃
の
思
い
出
を
熱
く
語
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

取
材
を
通
し
て
感
じ
た

こ
と
は
、
鉄
道
は
町
と
町

を
つ
な
ぐ
だ
け
で
な
く
、

時
代
を
超
え
、
人
と
人
、

心
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
だ
と

い
う
こ
と
。
そ
し
て
芸
備

線
は
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て

の
古
里
の
風
景
そ
の
も
の
だ

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
風
景
を
残
し
て
い
く

こ
と
が
、
古
里
を
守
る
こ
と

に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
は
ず
。

そ
し
て
未
来
に
つ
な
が
る
そ

の
切
符
は
、
こ
こ
に
住
む
私

た
ち
が
握
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
週
末
は
芸
備
線
で
紅

葉
狩
り
と
い
き
ま
し
ょ
う
。

芸備線を素材にしたツアーを企画・提案

芸備線を活用したツアーを
展開します
　父が国鉄の機関士だったこともあ
って、私も芸備線には人一倍思い入
れがあります。芸備線は四季折々の
風景がすばらしく、観光資源としても
魅力があります。その魅力を、もっと
多くの人に知ってもらえるよう、芸備
線を活用したツアーを、企画していき
たいと考えています。

庄原市観光協会
専務理事
坂田忠則さん

株
式
会
社
中
国
ト
ラ
ベ
ル
東
城
支
店

ツ
ア
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

上
原　

恭
子
さ
ん

備後庄原駅を出発し、
備後落合駅で折り返すコース

備後庄原駅　7時31分発
　　　　　▼
備後落合駅　8時17分着

備後落合駅　9時12分発
　　　　　▼
備後庄原駅　10時着

おすすめコース

おすすめコース

帰りの見どころは、備後
落合駅と比婆山駅の間。
トンネルを抜け西城川を
横目に、山すそを縦走。

滝口真登さん
ご家族

備後庄原駅から東城駅へ
着バス利用コース
備後庄原駅　13時45分発
　　　　　▼
備後落合駅　14時31分着
備後落合駅　14時34分発
　　　　　▼
東城駅　15時22分着
東城駅到着後、徒歩で三楽荘～東城
まちなみ散策、17時21分発高速バス
広島行き、庄原バスセンター18時着

1

2

行きの見どころは、平子駅
と備後西城駅の間。西城市
街地と西城川を眼下に望
みながら鉄橋を渡る。

駅の構内や周辺を散策。待
ち時間はあっという間。

備後落合駅から岡山支社
に管轄が変わり、違った雰
囲気が楽しめる。山の眺望、
鉄橋など見どころも豊富。

運転席横の大き
な窓ガラスからの
眺めは、スピード
感が楽しめ、列車
を独り占めした気
分になれる。

芸備線ミ
ニ旅行

（休日利
用編）
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